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議
会
九
月
定
例
会

九
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
八
百
七
十
一

万
三
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
四
十

一
億
九
千
百
五
十
四
万
七
千
円
と
し
た
も

の
。
主
な
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は
林
業

地
域
総
合
整
備
事
業
袖
山
・
沢
中
線
の
工

事
請
負
費
七
百
十
九
万
三
千
円
な
ど
。

国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
百
二
十
万
一
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
四
億
五
千
四
百
八
十
四

万
八
千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
補
正
予
算

の
主
な
内
訳
は
介
護
納
付
金
百
七
十
八
万

七
千
円
の
減
額
な
ど
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正

十
月
一
日
以
降
の
株
式
等
の
譲
渡
所
得

に
つ
い
て
百
万
円
の
特
別
控
除
を
行
う
と

し
た
も
の
。教

育
委
員
の
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、小
島
静
子
氏（
五
十
三
歳
・
大
琴
・
新
任
）

と
伊
藤
彦
舟
氏（
五
十
歳
・
蔵
・
再
任
）の

任
命
に
全
会
一
致
で
同
意
を
得
た
も
の
。

■
介
護
保
険
の
状
況

保
険
料
は
一
〇
〇
�
完
納
。
十
月
か
ら

保
険
料
に
対
す
る
国
の
負
担
が
な
く
な
り

全
額
被
保
険
者
負
担
に
。

現
在
の
認
定
状
況
は
非
該
当
二
八
人
、

要
支
援
三
一
人
、
介
護
一
が
五
七
人
、
二

が
四
二
人
、
三
が
四
七
人
、
四
が
四
五
人
、

五
が
三
五
人
。

施
設
入
所
者
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
四
八
人
、
老
人
保
健
施
設
が
二
一
人
の

合
計
六
九
人
。

■
交
通
安
全

九
月
五
日
現
在
の
交
通
事
故
件
数
は
昨

年
よ
り
八
件
多
い
一
三
件
。

■
稲
　
　
作

平
成
十
三
年
度
水
稲
の
八
月
十
五
日
現

在
の
作
柄
概
況
は
平
年
並
み
。

航
空
防
除
は
昨
年
よ
り
一
七
�
多
い
五

六
二
�
の
水
田
を
三
回
実
施
。
斑
点
カ
メ

ム
シ
類
の
多
発
生
予
察
情
報
に
よ
り
三
回

目
は
ラ
ブ
サ
イ
ド
ス
ミ
チ
オ
ン
ゾ
ル
の
原

液
を
散
布
。

生
産
調
整
の
秋
確
認
は
九
月
十
二
日
に

実
施
。
春
の
速
報
値
で
は
転
作
目
標
面
積

三
九
〇
�
に
対
し
一
〇
〇
・
四
�
。

■
畑
　
　
作

八
月
末
現
在
の
平
成
十
三
年
度
畑
作
物

の
総
売
上
額
は
、
六
〇
、
五
六
八
千
円
。

前
年
比
数
量
が
ア
ッ
プ
し
た
も
の
は
馬
鈴

薯
（
一
七
九
・
五
�
）
な
ど
。
逆
に
落
ち

込
ん
だ
も
の
は
ホ
ウ
レ
ン
草
（
三
〇
・
四

�
）、
ア
ス
パ
ラ
（
七
九
・
一
�
）
な
ど
。

■
畜
　
　
産

平
成
十
三
年
度
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

家
畜
市
場
は
、
前
年
比
売
上
頭
数
九
一
・

四
�
、
前
年
比
総
売
上
額
九
二
・
四
�
。

七
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
第
四
回
Ｊ
Ａ

秋
田
し
ん
せ
い
畜
産
共
進
会
で
は
団
体
戦

で
総
合
優
勝
、
個
人
の
部
で
も
高
橋
新
一

さ
ん
が
最
優
秀
賞
、
二
人
が
優
等
賞
、
六

人
が
一
等
賞
を
獲
得
。

九
月
二
日
に
行
わ
れ
た
第
八
十
八
回
秋

田
県
畜
産
共
進
会
で
は
一
人
が
優
等
賞

を
、
四
人
が
一
等
賞
を
獲
得
。

■
直
接
支
払
制
度

直
接
支
払
い
の
対
象
地
お
よ
び
集
落
協

定
が
確
定
し
八
月
末
に
県
に
報
告
。
協
定

数
八
〇
、
面
積
八
〇
〇
・
二
�
、
交
付
金

額
六
八
、
九
三
〇
千
円
。

■
国
道
一
〇
七
号

板
戸
二
工
区
（
延
長
約
一
九
五
�
）
の

ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事
は
来
年
度
実
施
予

定
。
ま
た
、
三
工
区
（
延
長
約
一
、
五
〇

〇
�
）
は
今
年
度
測
量
調
査
を
実
施
。
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議会9月定例会
町議会9月定例会が9月12日に招集され、

21日までの10日間の会期で開かれました。
今定例会では、平成13年度一般会計補正

予算案を含む4議案を原案どおり可決した
ほか、平成12年度一般会計および同6特別
会計の決算を認定しました。

新教育委員に
小島静子氏

町
長
行
政
報
告
の
要
旨



■
神
岡
南
外
東
由
利
線

岩
館
バ
イ
パ
ス
工
事
（
延
長
一
、
三
七

〇
�
）
の
今
年
度
分
の
事
業
費
は
二
八
四

百
万
円
、
内
法
内
側
橋
台
一
基
。
完
成
予

定
は
平
成
十
五
年
度
。

ま
た
、
新
処
流
雪
溝
整
備
（
延
長
一
、

〇
七
〇
�
）
は
今
年
度
事
業
着
手
予
定
。

現
在
測
量
調
査
を
実
施
中
。

■
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線

峠
約
一
�
�
の
簡
易
舗
装
の
た
め
今
年

度
調
査
測
量
を
実
施
。

■
根
城
線
（
広
域
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
進
入
道
路
）

現
在
延
長
約
一
七
四
�
の
調
査
測
量
を

実
施
中
。

■
基
盤
整
備
促
進
事
業

下
小
屋
地
区
に
つ
い
て
、
今
年
度
測
量

調
査
を
実
施
。

■
広
域
関
連
農
道
八
沢
地
区

今
年
度
、
本
町
と
大
森
町
を
結
ぶ
広
域

農
道
と
し
て
完
成
。
十
月
二
日
に
竣
工
式

を
行
う
。

■
各
林
道
整
備

林
道
仲
ノ
沢
線
の
二
工
区
は
九
月
三
日

に
工
事
発
注
。
林
道
石
塚
線
は
六
月
二
十

二
日
に
延
長
三
九
五
�
を
発
注
。

林
道
桧
ノ
沢
線
は
今
年
度
分
と
し
て
延

長
一
、
四
〇
〇
�
を
工
事
予
定
。

林
道
袖
山
沢
中
線
は
今
年
度
分
と
し

て
、
延
長
三
三
八
�
を
七
月
十
九
日
に
発

注
。

■
冬
季
交
通
対
策

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
七
月
十
九
日
に

発
注
。

■
災
害
復
旧

十
二
年
度
発
生
し
た
稲
子
沢
地
内
お
よ

び
荒
沢
川
地
内
の
山
腹
崩
壊
災
害
は
今
年

度
か
ら
県
営
事
業
で
実
施
。

深
山
地
区
の
道
路
お
よ
び
河
川
災
害
は

七
月
十
九
日
に
発
注
。

「
凍
上
災
（
舗
装
災
害
）」
お
よ
び

「
の
み
災
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
災
害
）」
は
全

部
で
三
四
件
、
延
長
一
四
、
一
一
二
�
申

請
で
、
現
在
ま
で
二
二
件
、
六
、
六
二
三

�
の
査
定
を
実
施
。
今
年
度
は
一
〇
件
、

延
長
三
、
二
九
八
�
の
災
害
復
旧
工
事
を

実
施
予
定
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

平
成
十
三
年
度
八
月
三
十
日
現
在
の
加

入
状
況
は
四
一
・
一
�
。

■
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

八
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
八
月

末
ま
で
の
延
べ
利
用
者
数
は
一
、
五
二
四

人
。
週
末
の
利
用
者
が
全
体
の
四
割
を
占

め
た
ほ
か
、
お
盆
期
間
中
の
帰
省
客
の
利

用
が
目
立
っ
た
。

■
役
場
庁
舎
建
築
の
進
捗
状
況

八
月
二
十
日
に
入
札
し
た
結
果
、
建
築

本
体
工
事
は
前
田
建
設
工
業
㈱
東
北
支

店
、
機
械
設
備
工
事
は
山
二
施
設
工
業
㈱

本
荘
営
業
所
、
電
気
設
備
工
事
は
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
本
荘
営
業
所
が
落
札
。
八
月
二
十

三
日
第
六
回
議
会
臨
時
会
で
契
約
締
結
に

係
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
九
月
四
日
に
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。

■
農
業
委
員
の
補
欠
選
任

地
区
担
当
理
事
の
畠
山
与
一
氏
（
地
下

沢
）
を
七
月
一
日
付
け
で
補
欠
選
任
し
た
。

■
叙
　
　
勲

町
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
小

松
豊
氏
が
十
月
一
日
付
け
で
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
受
章
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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本
会
議
に
お
い
て
、
四
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。（
質
問
の
主

旨
抜
粋
）

小
　
松
　
　
　
賢
　
議
員

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
▽
徒
歩
通
学

児
童
の
安
全
に
配
慮
を
▽
土
地
の
呼
称

を
統
一
す
べ
き
で
は
な
い
か
▽
公
車
の
買

い
換
え
時
に
エ
コ
カ
ー
の
導
入
を
▽
葉
た

ば
こ
病
害
防
除
に
支
援
策
を

長
　
沼
　
久
　
利
　
議
員

▽
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
工
業
振
興
を

ど
う
推
進
す
る
の
か
▽
滞
在
交
流
の
推
進

を
▽
「
新
学
習
指
導
要
領
」
実
施
の
た
め

の
準
備
は
万
全
か
▽
粗
大
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
へ
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
▽
林
道
湯

出
野
線
の
延
長
に
つ
い
て
今
後
の
見
通
し

は
あ
る
か

鈴
　
木
　
和
　
夫
　
議
員

▽
畜
産
農
家
に
必
要
な
一
時
ス
ト
ッ
ク
堆

肥
舎
に
助
成
措
置
を
▽
産
業
道
路
整
備
事

業
は
、
機
械
の
大
型
化
な
ど
将
来
を
見
通

し
た
指
導
を
▽
携
帯
電
話
は
全
町
利
用
可

能
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
▽
ペ
イ
オ
フ
解

禁
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
立
て

て
い
る
か

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

▽
米
を
中
心
に
し
た
多
面
的
な
農
業
施
策

を
▽
地
方
バ
ス
「
黒
渕
線
」
の
維
持
を
▽

高
齢
者
の
町
施
設
利
用
に
つ
い
て
料
金
を

下
げ
る
な
ど
の
考
え
が
あ
る
か

一
　
般
　
質
　
問
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平成12年度決算

特 別 会 計 の 内 訳  （単位：千円） 
歳入総額 歳出総額 差　　引 

国民健康保険事業 
勘 定 特 別 会 計  

老人保健医療事業 
特 別 会 計  

簡易水道事業特別 
会 計  

農業集落排水事業 
特 別 会 計  

特別養護老人ホー
ム東光苑特別会計 

大平スキー場運営
費 特 別 会 計  

521,304 

650,450 

272,405 

337,603 

273,220 

8,510

417,031 

650,450 

262,047 

337,496 

271,475 

8,510

104,273 

0 

10,358 

107 

1,745 

0

一般会計決算額は、歳入総額4,281,159千円で、前年度に比
べ462,490千円（9.7％）の減、歳出総額4,089,123千円で
485,188千円（10.6％）の減となり、翌年度への繰越財源を除
いた実質収支では183,204千円の黒字となりました。
地方交付税は、2,421,287千円でほぼ前年度と同額。国・県

支出金および地方債については、農産物処理加工施設やセンタ
ーハウスなどの大型建築工事事業が終了したため、大幅に減少
しています。
基金では、新庁舎の建設に向け、庁舎建設基金101,125千円

を積み増しし現在高613,193千円。
歳出では、人件費が前年度に比較し19,435千円（2.7％）減

少するとともに、大型事業の終了により普通建設事業費が減少
しました。
特別会計の国保事業については、被保険者が減少して保険給

付費が増加。これは1人あたりの医療費が伸びているためです。
農業集落排水事業は、平成12年度で老方・舘合処理区の工事

が完成。13年度から蔵・法内地区の工事が進められています。
大平スキー場運営費特別会計は12年度で終了。今後は社会体

育施設として広く町民に利用されることが期待されます。

町民1人あたりの支出は
809,887円

歳 入

歳 出

歳 入

歳 出

一
般
会
計

4,281,159千円

4,089,123千円



九
月
十
四
日
、
有

鄰
館
に
お
い
て
本
町

恒
例
の
合
同
金
婚
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
二
十
六
年
に
結
婚

し
た
夫
婦
二
十
組
が
対
象
で
、
十

五
組
二
十
八
名
が
出
席
し
ま
し

た
。（
夫
婦
参
加
は
十
三
組
）

開
式
前
に
は
出
席
者
一
組
ず
つ

の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
晴
れ
姿

で
椅
子
に
座
る
奥
さ
ん
の
横
に
、

少
し
恥
ず
か
し
い
面
持
ち
で
寄
り

添
う
旦
那
さ
ん
の
姿
な
ど
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
町
長
や
来
賓
か
ら
の

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
そ
の

後
出
席
さ
れ
た
方
々
へ
お
祝
い
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
後
に
行
わ
れ
た
祝
宴
で
は
、

出
席
者
か
ら
自
慢
の
踊
り
や
、
仲

む
つ
ま
じ
い
夫
婦
で
の
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
も
披
露
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
現

役
の
様
子
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。「
長
寿
社
会
を
共
に
寿
ぐ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
わ
が

町
に
と
っ
て
、
明
る
く
共
に
生
き

て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
町
民
に

と
っ
て
人
生
の
道
し
る
べ
。
今
後

も
様
々
な
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

平成13年度
合同金婚式

夫
婦
で
迎
え
た
21
世
紀

夫 婦 の 氏 名 （年齢） 自治会名 

鈴　木　保之助（76）美津子（71） 

遠　藤　平　輔（71）トミコ（70） 

嶽　石　文　男（75）幸　子（70） 

遠　藤　健　一（73）ハツヨ（72） 

嶽　石　勝　哉（76）富　子（76） 

阿　部　松　雄（76）ヨシノ（73） 

鈴　木　金治郎（75）ト　ヨ（71） 

鈴　木　惣十郎（72）ア　イ（76） 

村　上　信　雄（72）ト　シ（70） 

阿　部　　　豊（75）靜　代（72） 

小　松　敏　雄（75）シゲ子（71） 

遠　藤　民一郎（74）アサミ（74） 

小　野　長兵衛（68）ヤ　エ（68） 

佐　藤　章治郎（75）ヨ　シ（73） 

太　田　勇　一（75）スミ子（69） 

高　橋　俊二郎（77）久　惠（73） 

長谷山　昭　一（73）タケミ（69） 

仙　道　清一郎（73）ミ　エ（68） 

小　松　順之助（76）幸　子（76） 

佐　藤　正　義（69）ヒサ子（69） 

 

久　　保 

小　　倉 

五 海 保  

祝　　沢 

五 海 保  

小 　 倉  

袖　　山 

宿 

家 ノ 下  

岩　　舘 

高 戸 屋  

新　　処 

宿 

寺　　田 

新　　町 

下 小 路  

湯 出 野  

新　　沢 

中　　通 

湯 出 野  
※年齢は9月1日現在 
※名簿は婚姻届出の順 

（敬称略） 
合同金婚式対象者名簿 

▲めでたく金婚を迎えた夫婦に祝状が贈られた

5 広報ひがしゆり　13.10.1
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中山間直接支払制度の集落協定状況をお知らせします

協定名 

安 堵 路  

土 場 沢  

荒　　渕 

船　　木 

向 新 田  

下　　吹 

柳　　股 

ザラメキ 

卯 ノ 台  

盆 名 沢  

大 谷 地  

横　　渡 

小　　倉 

川　　代 

釜　　場 

上　　里 

湯 出 野  

寺　　田 

板　　戸 

小　　田 

松　　沢 

新　　沢 

岩井戸口 

跡 見 坂  

ヨシヤチ 

朴ノ木沢 

門 井 沢  

須　　郷 

大 吹 川  

畠山ノ下 

地下ノ沢 

坂 ノ 下  

泡 ノ 渕  

平 井 沢  

大 沢 田  

根　　城 

小 鳥 沢  

智 者 鶴  

川 原 田  

向　　田 

 

面積〔㎡〕（緩傾斜面積） 人数 

20,783 

102,483 

21,571 

73,139 

11,077 

56,529 

40,912 

134,448 

31,020 

28,742 

21,891 

22,308 

132,926 

58,016 

13,499 

96,141 

23,489 

64,714 

46,162 

13,243 

30,279 

13,121 

12,707 

21,824 

50,597 

16,913 

15,202 

157,355 

193,697 

45,929 

70,692 

20,983 

21,764 

23,250 

22,350 

31,742 

23,814 

89,133 

58,428 

81,003

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（89,133） 

（58,428） 

（81,003） 

2 

11 

2 

9 

6 

12 

5 

22 

5 

4 

2 

5 

22 

6 

2 

13 

7 

16 

5 

3 

5 

3 

3 

4 

3 

4 

6 

8 

10 

4 

10 

9 

7 

5 

6 

6 

7 

10 

9 

6

協定名 

下 田 面  

ボツメキ 

葎　　沢 

前 田 面  

野　　中 

湯　　田 

石　　高 

畑　　中 

外 荒 沢  

時 雨 山  

沢　　中 

須 郷 田  

舘合新田 

坪　　倉 

矢　　畑 

西 久 保  

小　　坂 

向　　山 

柴　　倉 

善　　徳 

妻 ノ 神  

舘 ノ 沢  

堂 ヶ 沢  

白　　山 

冷　　沢 

田　　屋 

段 ノ 下  

折　　橋 

久　　保 

大　　上 

中　　道 

杉 ノ 下  

岩井戸沢 

茂　　沢 

町 の 田  

山　　谷 

天　　神 

真 木 田  

大　　堤 

畑　　田 

 

面積〔㎡〕（緩傾斜面積） 人数 

89,177 

205,837 

249,909 

125,126 

82,780 

94,730 

225,274 

43,742 

60,530 

370,563 

25,808 

225,797 

324,887 

25,801 

12,585 

93,335 

32,102 

59,353 

72,500 

42,661 

33,505 

31,622 

31,050 

68,812 

74,532 

31,548 

62,628 

330,546 

44,254 

50,921 

69,139 

52,332 

15,403 

38,867 

180,617 

146,770 

93,219 

29,157 

141,858 

28,618

（89,177） 

（205,837） 

（249,909） 

（125,126） 

（82,780） 

（94,730） 

（225,274） 

（43,742） 

（60,530） 

（370,563） 

（25,808） 

（225,797） 

（324,887） 

（25,801） 

（12,585） 

（93,335） 

（32,102） 

（59,353） 

（72,500） 

（42,661） 

（33,505） 

（31,622） 

（31,050） 

（68,812） 

（74,532） 

（31,548） 

（62,628） 

（330,546） 

（44,254） 

（50,921） 

（69,139） 

（52,332） 

（15,403） 

（38,867） 

（180,617） 

（146,770） 

（93,219） 

（29,157） 

（141,858） 

（28,618） 

12 

21 

22 

22 

14 

19 

26 

12 

7 

25 

6 

32 

41 

4 

6 

11 

7 

15 

10 

6 

6 

7 

10 

12 

10 

6 

26 

44 

15 

10 

14 

13 

3 

4 

25 

23 

16 

10 

23 

7

協定名 

石 田 坂  

新 田 堰  

蔵 

黒　　沢 

柾 木 沢  

法内細田 

桧 木 沢  

野田太子堂 

指　　平 

十二ノ前 

十二ヶ台 

岩ノ目沢 

稲 子 沢  

杉　　山 

桂　　台 

法内太子堂 

小 田 山  

石　　塚 

ザッコ又 

丸　　山 

宿 

森 ノ 越  

海　　瀬 

夏 川 原  

道 ノ 上  

大　　琴 

中 大 平  

杉 　 森  

船 木 上  

大 　 台  

中 ノ 沢  

袖 　 山  

高 　 屋  

沼  

荒 沢 川  

エ ボ 石  

徳 間 沢  

（個別）根小屋 

面積〔㎡〕（緩傾斜面積） 人数 

553,093 

54,007 

389,936 

88,253 

21,035 

99,528 

80,258 

25,162 

31,604 

21,923 

43,310 

24,309 

88,420 

32,080 

67,803 

108,545 

25,862 

39,956 

58,225 

19,164 

135,579 

29,253 

24,987 

88,579 

49,392 

355,420 

13,633 

298,336 

14,711 

94,855 

83,282 

240,797 

117,706 

185,314 

54,366 

32,688 

111,358 

13,578

（553,093） 

（54,007） 

（389,936） 

（88,253） 

（21,035） 

（99,528） 

（80,258） 

（25,162） 

（31,604） 

（21,923） 

（43,310） 

（24,309） 

（88,420） 

（32,080） 

（67,803） 

（108,545） 

（25,862） 

（39,956） 

（58,225） 

（19,164） 

（135,579） 

（29,253） 

（24,987） 

（88,579） 

（49,392） 

（355,420） 

（13,633） 

（298,336） 

（14,711） 

（28,630） 

（34,397） 

（89,030） 

（53,137） 

（108,215） 

（19,726） 

（17,905） 

（85,358） 

58 

15 

35 

9 

6 

24 

18 

7 

12 

7 

14 

7 

17 

8 

13 

16 

9 

13 

4 

2 

17 

9 

3 

16 

8 

43 

2 

21 

3 

6 

8 

19 

8 

10 

8 

6 

9 

1

直接支払交付金額（10a当たり） 
　　急傾斜農地　21,000円 
　　緩傾斜農地　  8,000円 

平成13年度集落協定データ 問い合わせ　産業課産業係　�69－2116

直接支払いの対象団地に、農地の多面的機能を増進する活動で花を植えています
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タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
行
事
も
盛
会

の
中
で
終
え
、
ま
た
ひ
と
つ
学
校
の
歴
史

に
思
い
出
を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

閉
校
に
ち
な
み
計
画
さ
れ
て
き
た
「
思

い
出
た
か
ら
箱
」
事
業
。
そ
の
締
め
く
く

り
と
な
る
記
念
式
典
が
い
よ
い
よ
来
月
三

日
（
文
化
の
日
）
に
迫
り
ま
し
た
。

宿
小
、
袖
山
小
、
大
琴
小
時
代
を
通
じ

て
か
か
わ
り
あ
っ
た
お
爺
ち
ゃ
ん
も
お
婆

ち
ゃ
ん
も
、
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
、

当
日
は
み
な
さ
ん
大
琴
小
に
足
を
運
び
、

往
年
の
思
い
出
を
語
り
合
い
、
大
琴
小
閉

校
の
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。

―
―
―
大
琴
小
学
校

『大琴小に集いましょう』
宿小学校が発足して114年、袖山小との

統合で大琴小となってからは20年。数々

の輝かしい伝統を築いて来た大琴小が、

半年後の3月には閉校を迎えます。

思い出の刻まれた校舎やグラウンド、

遊具、これまでの歴史。これらを顕彰す

る記念碑の製作も進み、11月3日の式典で

は除幕式が行われます。学校では歴史を

共にした卒業生や地域のみなさんと一緒

に、記念行事を実施します。

また、記念事業の寄付を10月中頃まで

受け付けていますので、忘れている方は

お早めにどうぞ。

さよなら大琴小学校シリーズ⑤

九
月
四
日
、
新
し
い
役
場
庁
舎
の
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
庁
舎
は
昭
和
三
十
年
に
下

郷
・
玉
米
両
村
の
合
併
後
、
数
年
間
は
一
年
交

替
で
旧
村
役
場
を
使
用
、
昭
和
三
十
四
年
に
横

荘
線
の
終
点
駅
跡
地
で
あ
る
現
在
地
に
老
方
地

区
か
ら
の
敷
地
の
提
供
を
得
て
建
設
、
以
来
現

在
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

必
要
に
応
じ
そ
の
都
度
増
築
や
改
修
を
繰
り

返
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
築
後
四

十
年
を
経
過
し
一
段
と
老
朽
化
も
進
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
一
人
一
台
と
い
う
パ
ソ
コ
ン

時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
は
相
当
の
電
気
容
量

が
必
要
で
あ
り
、
タ
コ
足
配
線
の
現
状
で
は

そ
れ
も
困
難
の
見
通
し
で
、
平
成
三
年
か
ら

庁
舎
建
設
基
金
を
設
け
て
改
築
に
備
え
て
来

た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

基
金
も
必
要
額
の
半
分
に
は
達
し
た
と
判

断
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
道
の
駅
を
中
心
と
し

た
拠
点
施
設
の
整
備
、
八
塩
い
こ
い
の
森
整

備
事
業
も
ひ
と
ま
ず
完
了
し
た
と
の
判
断
の

も
と
に
、
い
よ
い
よ
懸
案
の
新
庁
舎
建
設
に

か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

建
設
場
所
に
し
て
も
色
々
議
論
が
あ
っ
た

こ
と
で
す
が
、
国
道
沿
線
が
よ
り
ベ
タ
ー
で

あ
る
と
判
断
し
て
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
も
い
た
だ
き
両
前
寺
地
区
に
決
定
し
た
こ
と

で
す
。
起
工
式
当
日
は
雨
の
予
報
も
あ
っ
た
こ

と
で
す
が
、
天
気
も
良
く
建
設
に
当
た
る
業
者

さ
ん
の
段
取
り
配
慮
も
行
き
届
き
、
厳
か
に
工

事
中
の
無
事
故
と
無
事
完
成
を
祈
念
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
治
会
長
さ
ん
た
ち
に
も
お

忙
し
い
中
ご
出
席
を
頂
い
て
良
い
庁
舎
と
な
る

よ
う
一
緒
に
祈
念
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

工
期
は
来
年
十
一
月
い
っ
ぱ
い
と
言
う
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
雪
が
降
る
ま
で
に
基

礎
工
事
の
大
部
分
を
完
了
し
、
一
〜
二
月
の
厳

冬
期
に
は
工
事
を
中
断
、
雪
消
え
を
待
っ
て
再

開
す
る
と
い
う
段
取
り
で
進
め
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
設
計
図
面
も
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
豪
華
で
も
な
く
粗
末
で
も
な
く

役
場
庁
舎
と
し
て
の
機
能
性
を
重
視
し
た
事
務

所
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
何
か
東
由
利
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
も

の
が
欲
し
い
と
考
え
、
狭
い
な
が
ら
も
ロ
ビ
ー

に
八
塩
山
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
な
ど
、
高

橋
宏
幸
先
生
に
お
願
い
し
た
い
と
構
想
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
問
題
も
国
の
構
造
改
革
の
一
端
と

し
て
具
体
化
し
て
く
れ
ば
、
町
村
合
併
論
議
も

真
剣
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
も
見
据

え
た
町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
の
役
場
庁
舎
建
設
で
す
…
と
起
工
式
の
取

材
に
見
え
た
新
聞
記
者
に
話
し
た
ら
、
東
由

利
町
長
は
町
村
合
併
に
大
変
意
欲
的
で
あ
る

…
と
記
事
に
さ
れ
苦
笑
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
何
十
年
も
の
使
用
に
耐
え
得
る
庁
舎

建
設
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
将
来
の
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
に
も
耐
え
得
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
新
庁
舎

建
設
に
併
せ
、
役
場
の
機
構
改
革
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
議
論
を
積
み
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

で
き
る
も
の
か
ら
順
次
実
施
も
し
て
行
く
こ

と
で
す
。
ま
た
引
っ
越
し
に
備
え
て
書
類
の
整

理
分
類
を
始
め
た
課
も
あ
り
ま
す
。
何
十
年
振

の
引
っ
越
し
に
な
り
ま
す
か
ら
量
的
に
も
膨
大

な
も
の
と
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の

際
、
将
来
を
見
越
し
た
分
類
で
整
理
す
る
こ
と

が
大
切
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

職
員
の
習
性
と
し
て
、
ま
た
私
も
そ
う
で
す

が
整
理
整
頓
は
な
か
な
か
苦
手
な
こ
と
で
す
。

こ
の
際
か
な
り
意
識
し
て
取
り
組
み
、
後
顧
に

憂
い
を
残
さ
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
た
い
も
の

と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。



九
月
二
十
日
、「
野
焼
き
を

楽
し
む
つ
ど
い
」が
実
施
さ
れ
、

八
塩
い
こ
い
の
森
会
場
に
各
町

陶
芸
愛
好
者
、
地
元
陶
芸
愛
好

者
、
八
塩
小
学
校
児
童
ら
百
四

十
余
名
が
集
い
ま
し
た
。

開
会
式
後
、
小
松
幸
子
燿

幻
会
会
長
の
か
け
声
と
同
時
に

火
を
点
火
、
白
い
煙
が
天
高
く

舞
い
上
が
る
と
、
参
加
者
た
ち

か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

点
火
後
、
約
四
時
間
。
稲

わ
ら
と
カ
ヤ
が
完
全
に
燃
え
つ

い
た
後
に
あ
ら
わ
れ
た
野
焼
き

作
品
に
悲
喜
こ
も
ご
も
の
歓
声

が
。「
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
通
り

の
作
品
に
仕
上
が
っ
た
」「
割

れ
た
の
が
残
念
」「
陶
芸
の
魅

力
を
改
め
て
感
じ
た
」
な
ど
の

感
想
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
十
月
、
神

岡
町
で
第
一
回
の
つ
ど
い
が
開

催
さ
れ
て
以
来
、
回
を
重
ね
る

こ
と
二
十
五
回
。
つ
ど
い
は
県

内
陶
芸
愛
好
者
の
自
己
研
鑽
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。今

回
、
二
十
五
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
つ
ど
い
を
支
え

て
き
た
町
陶
芸
サ
ー
ク
ル
の
小

松
燿
幻
会
会
長
は
「
土
器
に
魅

せ
ら
れ
た
心
、
野
焼
き
の
楽
し

さ
、
感
動
の
共
有
な
ど
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
結
束
力
が
原
動
力

に
な
っ
て
二
十
五
回
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
つ
ど
い
が
続
く
こ
と
を
祈

り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
野
や
き
で
作
ら
れ

た
町
陶
芸
愛
好
者
に
よ
る
野
焼

き
作
品
は
十
月
二
十
七
日
、
二

十
八
日
両
日
実
施
さ
れ
る
「
秋

ま
つ
り
生
涯
学
習
作
品
展
」
で

一
般
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
町
で
は
定
期
的
に

陶
芸
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
興
味
が
あ
る
方
は
公
民
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
本
年
度
は
十
一
月
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
小
　
　
説
◆

▼
冷
静
と
情
熱
の
あ
い
だ
／
辻
仁
成

▼
青
空
の
ル
ー
レ
ッ
ト
／
辻
内
智
貴

▼
水
晶
婚
／
玉
岡
か
お
る

▼
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
闇
／
高
樹
の

ぶ
子

▼
た
め
い
き
の
時
間
／
唯
川
恵

▼
場
所
／
瀬
戸
内
寂
聴

▼
ぶ
た
ぶ
た
の
休
日
／
矢
崎
存
美

▼
恋
文
／
連
城
三
紀
彦

▼
私
た
ち
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
／
宮

本
輝

▼
き
の
う
の
空
／
志
水
辰
夫

▼
桜
さ
が
し
／
柴
田
よ
し
き

▼
泣
く
大
人
／
江
國
香
織

▼
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ブ
ル
ー
／
宮
部

み
ゆ
き

◆
エ
ッ
セ
イ
◆

▼
オ
ー
ケ
ン
の
の
ほ
ほ
ん
日
記
／
大

槻
ケ
ン
ヂ

▼
卒
業
式
ま
で
死
に
ま
せ
ん
／
南
条

あ
や

▼
た
っ
た
５
セ
ン
チ
の
ハ
ー
ド
ル
／

熊
篠
慶
彦

▼
働
く
こ
と
が
イ
ヤ
な
人
の
た
め
の

本
／
中
島
義
道

▼
軟
弱
者
の
言
い
分
／
小
谷
野
敦

▼
な
ぜ
あ
の
人
は
か
く
も
元
気
な
の

か
？
／
ジ
ー
ン
・
コ
ー
エ
ン

▼
あ
な
た
は
オ
バ
サ
ン
と
呼
ば
れ
て

い
る
／
内
館
牧
子

▼
と
き
ど
き
陰
性
感
情
／
小
林
光
恵

▼
子
ど
も
の
宇
宙
／
河
合
隼
雄

◆
コ
ミ
ッ
ク
◆

▼
天
然
コ
ケ
ッ
コ
ー
八
〜
十
四
巻
／

く
ら
も
ち
ふ
さ
こ

▼
二
十
世
紀
少
女
マ
ン
ガ
天
国

◆
歴
　
　
史
◆

▼
恐
山
と
下
北
／
森
本
守

▼
虚
無
僧
の
謎
／
岡
田
冨
士
雄

▼
蒙
古
襲
来
と
徳
政
令
／
筧
雅
博

▼
う
わ
さ
の
神
仏
／
加
門
七
海

◆
写

真

集
◆

▼
ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
／
井
上
慎
也

▼
南
島
か
ら
の
手
紙
／
熊
切
圭
介

◆
事
　
　
典
◆

▼
誕
生
日
事
典
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生
涯
学
習
情
報

9月 9月 

今
月
も
公
民
館
の
図
書

室
に
新
刊
本
が
入
荷
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
お

い
で
く
だ
さ
い
。

今月の一冊

ふつうのファッション／大田垣晴子／
メディアファクトリー

あらゆる場所での人々の服装から持
ち物、髪型、時には下着までもと全て
イラストで表したという、感動モノの
人間観察記録本です。
とにかく作者の観察眼はスゴイ！。

見たモノを確かな画力で絵にする能
力、そして感じたコトをさらっと文字
に表す能力、両方を兼ね備えている人
だということが、読み進むほどに伝わ
ってきます。ちなみに統計やグラフっ
て、見てもあんまりおもしろくありま
せんよね。でも、この本は山のような
イラストのおかげで一気に読ませてく
れます。活字嫌いの人でもきっと楽し
める一冊です。

毎
年
陶
芸
愛
好
者
が
親
し
ん
で
い
る
「
全
県
野
焼
き
を
楽

し
む
つ
ど
い
」
が
今
年
で
二
十
五
回
を
迎
え
ま
し
た
。
町
内

外
の
陶
芸
愛
好
者
が
年
一
回
、
作
品
を
披
露
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
仲
間
の
つ
ど
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
も
様
々
な
思
い
出
が
心
に
刻
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

▲完成した野焼き作品に歓声

二
十
五
回
の
節
目
を
迎
え
る

第
25
回
全
県
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い
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行
事
ニ
ュ
ー
ス

○
「
第
十
回
高
橋
宏
幸
賞
」
で
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す

〈
応
募
方
法
〉

童
話
を
読
ん
で
感
想
文
（
小
学
生
）

ま
た
は
感
想
画
（
幼
児
・
小
学
生
）

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

〈
締
切
〉

平
成
十
三
年
十
月
三
十
一
日
（
水
）

〈
表
彰
〉

上
位
入
賞
者
に
賞
状
、
賞
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。
表
彰
式
は
十
二
月
十
六

日
（
日
）
の
予
定
で
す
。

○
東
由
利
町
で
「
郡
公
民
館
大
会
」

が
行
な
わ
れ
ま
す

〈
日
時
・
場
所
〉

十
月
十
九
日（
金
）十
時
か
ら
有
鄰
館

〈
内
容
〉

生
涯
学
習
基
調
講
演
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈
参
加
申
し
込
み
〉

町
公
民
館
生
涯
学
習
担
当
ま
で

○
小
松
音
楽
兄
弟
を
称
え
る
「
音
楽

祭
」
が
行
な
わ
れ
ま
す

〈
日
時
・
場
所
〉

十
月
二
十
八
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
　
東
由
利
中
学
校
体
育
館

〈
参
加
団
体
〉

郡
内
各
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
町
内

小
学
校
、
保
育
園

※
鑑
賞
は
ど
な
た
で
も
自
由
で
す
。

行
事
情
報

九
月
十
五
日
、
八
塩
い
こ
い
の

森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
郵
便
局
簡
易

保
険
支
援
事
業
と
し
て
開
場
記
念
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
実
施
、
町
民
六

十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
高
齢
は
83
歳
の
佐
藤
銀
一
郎

さ
ん
（
田
代
）。
日
頃
の
練
習
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
快
晴
の
空
、
新

し
い
競
技
に
親
し
み
ま
し
た
。
当
日

の
結
果
は
次
の
と
お
り
。（
白
ヌ
キ

数
字
は
順
位
）

・
各
部
門
の
表
彰

小
中
学
生
の
部

▲快晴の空、パークゴルフ楽しむ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
汗

〜
開
場
記
念
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
成
年
の
部
（
二
十

歳
か
ら
六
十
四
歳
）、
高
齢
者
の
部

（
六
十
五
歳
か
ら
七
十
九
歳
）
に
分

か
れ
た
調
査
で
、
握
力
、
上
体
起
こ

し
、
反
復
横
飛
び
な
ど
六
種
類
の
テ

ス
ト
を
通
じ
、
本
人
の
運
動
能
力
を

計
る
も
の
。

テ
ス
ト
結
果
が
実
際
の
体
力
年

齢
と
し
て
通
知
さ
れ
る
た
め
、
参
加

者
た
ち
は
皆
真
剣
。
日
頃
の
運
動
不

足
を
実
感
し
て
い
た
参
加
者
も
い
た

よ
う
で
し
た
。

体
力
年
齢
を
知
る
た
め
に

〜
体
力
・
運
動
能
力
調
査

夏
に
行
わ
れ
た
社
会
人
野
球
大

会
の
ベ
ス
ト
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
て
い
る
町
社
会
人
野
球
秋
季

選
抜
大
会
が
九
月
二
十
三
日
に
町
民

野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
選
抜
チ
ー
ム
の
試
合
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
試
合
好
プ
レ

ー
が
続
出
。
各
チ
ー
ム
と
も
全
力
を

尽
く
し
試
合
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
ポ
パ
イ
と
野
球
狂

が
対
戦
、
激
し
い
戦
い
の
末
、
ポ
パ

イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
去
年
に
ひ
き

つ
づ
き
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
は
ポ
パ
イ

〜
第
八
回
町
社
会
人
野
球
秋
季
選
抜
大
会

☆公民館だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ

�
小
野
倹
太

一
般
女
子
の
部

�
小
松
由
子
　
�
長
谷
山
日
出
子

�
渡
辺
イ
子
　
�
長
谷
山
洋
子

�
小
松
寛
子
　
�
阿
部
カ
オ
ル

一
般
男
子
の
部

�
佐
野
拓
和
　
�
加
藤
清
一
　
�

佐
藤
鉄
雄
　
�
長
谷
山
光
　
�
畠

山
基
保

・
各
賞
の
表
彰

と
び
賞

�
長
谷
山
喜
悦
　
�
小
野
廣
志

�
小
野
重
信
　
�
畠
山
次
郎
　
�

高
橋
与
一

ぴ
た
り
賞

高
橋
俊
繁

ブ
ー
ビ
ー
賞

小
松
為
治
郎

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

畠
山
英
昭

総
合
優
勝
は

蔵
自
治
会

「
ト
ラ
ッ
ク
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
」

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」
に
よ
る
町
民
ス

ポ
ー
ツ
祭
自
治
会
別
総
合
成
績
が
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
本
年
度

よ
り
前
二
競
技
の
合
計
点
数
で
成
績

が
決
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
上
位
チ
ー
ム
の
表
彰
式
は

来
春
の「
ト
ラ
ッ
ク
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
」

開
会
式
で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

（
白
ヌ
キ
数
字
は
順
位
）

優
勝
　
蔵
　
�
蔵
新
田
　
�
下
通

�
新
処
　
�
新
町
　
�
向
田
　
�

岩
舘
　
�
宿
　
�
山
崎
　
�
小
倉

ポ
パ
イ 

シ
リ
ュ
ウ
ス 

ジ
パ
ン
グ 

玉
新
ラ
イ
ン
ズ 

野
球
狂 

宿 高
瀬 

本
生
36
歳 

優勝　ポパイ 

5 5 3 10 3 8

1 5 81

3 10

（
不
戦
勝
） 

（
ジ
ャ
ン
ケ
ン
） 

町
民
の
体
力
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
と
、
体
力
・
運
動
能
力
調
査

（
新
体
力
テ
ス
ト
）
が
町
民
体
育
館

▲体力テストに取り組む参加者
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舘
合
バ
イ
パ
ス
の
五
海
保
交
差
点
に

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

同
交
差
点
は
八
塩
小
学
校
の
通
学
路

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
車
の
通
行
が
激

し
く
と
て
も
危
険
な
箇
所
で
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
信
号
を
正
し
く
守

っ
て
交
通
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

正
し
く
守
っ
て
交
通
安
全

い
よ
い
よ
工
事
ス
タ
ー
ト

方
地
内
の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
阿
部
町
長
や
遠
藤
町
議
会
議

長
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
七
十
人
が
出

席
し
、
工
事
の
安
全
と
早
期
完
成
を
祈

願
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

部
二
階
建
て
で
、
直
線
を
基
調
と
し
た

シ
ン
プ
ル
な
外
観
。
展
望
台
を
含
む
各

階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
自
動
ド
ア
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

完
成
は
来
年
十
一
月
の
予
定
で
す
。

▲鍬入れをする阿部町長

役
場
庁
舎
起
工
式

町
役
場
新
庁
舎
の
起
工
式
が
九
月
四
日
、
老

一
日
、
舘
合
坪
倉
地
内
の
建
設
予
定
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
に
は
阿
部
町
長
や
町
議
会
・
県
・
農
協
・

工
事
関
係
者
な
ど
約
四
十
人
が
出
席
。
工
事
の

順
調
な
進
捗
と
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
畜
産
農
家
が
各
自
で

処
理
し
て
い
た
家
畜
排
泄
物
を
、
集
め
て
機
械

処
理
し
堆
肥
化
す
る
も
の
。
家
畜
排
泄
物
の
適

正
な
処
理
に
よ
る
地
域
環
境
の
保
全
、
製
造
さ

れ
る
堆
肥
の
農
地
還
元
な
ど
資
源
循
環
型
農
業

を
推
進
す
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。来

年
二
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め

ら
れ
、
実
際
に
稼
働
さ
れ
る
の
は
平
成
十
四
年

四
月
か
ら
の
予
定
で
す
。

資
源
循
環
型
農
業
を
目
指
し
て

家
畜
糞
尿
処
理
施
設
起
工
式

町
家
畜
糞
尿
処
理
施
設
（
仮
称：

堆
肥
セ
ン

タ
ー
）
の
起
工
式
と
安
全
祈
願
祭
が
八
月
三
十

▲工事の安全を祈願する阿部町長

大
庭
さ
ん
乳
用
牛
の
部
で
優
等
賞

第
八
十
八
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会

第
八
十
八
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会
が
九
月

二
日
、
河
辺
町
の
県
中
央
家
畜
市
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
乳
用
牛
部
門
で
大
庭
喜
一
郎

さ
ん
（
船
木
）
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
「
フ
ィ

ー
ン
ラ
ン
ド
　
ビ
ク
ト
リ
ア
　
チ
ー
フ
」
が

優
等
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四
頭
が
一

等
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
東
由
利
町
産
牛
の

活
躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
等
賞
以
上
の
受
賞
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
肉
用
牛
（
黒
毛
和
種
）

▼
若
雌
の
部
（
十
七
〜
二
十
ヵ
月
）

一
等
賞
「
ひ
め
」
高
橋
新
一
（
須
郷
）

▼
若
雌
の
部
（
二
十
〜
二
十
七
ヵ
月
）

一
等
賞
「
き
た
や
す
」
佐
藤
隆
一
（
葎
沢
）

▼
成
牛
の
部

一
等
賞
「
き
た
ひ
め
」
小
野
長
一
（
宿
）

■
乳
用
牛

▼
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
（
未
経
産
十
八
ヵ
月
以
上
）

優
等
賞
「
フ
ィ
ー
ン
ラ
ン
ド
　
ビ
ク
ト
リ

ア
　
チ
ー
フ
」
大
庭
喜
一
郎
（
船
木
）

▼
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
（
未
経
産
）

一
等
賞
「
ウ
ィ
ロ
ー
ロ
マ
ン
ス
　
リ
メ
イ

ク
　
ポ
コ
」
畑
山
克
司
（
島
）

五
海
保
に
信
号
機
設
置

▲基本は「止まる・待つ・見る」
渡るときは手をあげてね。
（八塩小学校交通安全教室より）

▲優等賞に輝いたホルスタイン種の
「フィーンランド　ビクトリア　チーフ」
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上
寿
、
白
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
橋
タ
ケ
ヨ
さ
ん
、佐
藤
ア
キ
さ
ん
に
祝
い
状

「
敬
老
の
日
」
の
九
月
十
五
日
ま
で
に
数
え

年
で
上
寿
（
百
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
高
橋
タ
ケ

ヨ
さ
ん
（
小
倉
・
明
治
三
十
五
年
二
月
十
五
日

生
ま
れ
）
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
い
状
と
、

記
念
品
と
し
て
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
橋
さ
ん
と
、
九
十
九
歳
を
迎
え
ら

れ
た
佐
藤
ア
キ
さ
ん
（
東
光
苑
・
明
治
三
十
五

年
九
月
四
日
生
ま
れ
）
に
老
方
郵
便
局
か
ら
、

白
寿
（
九
十
九
歳
）
を
記
念
し
て
、
総
務
大
臣

か
ら
の
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
今
で
も
家
の
掃
除
を
す
る
な

ど
自
分
な
り
の
日
課
を
持
っ
て
い
て
健
康
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
家
族

は
「
い
つ
も
朗
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
祝
い
状
を
受
け
取
る
と
、
し

っ
か
り
と
し
た
口
調
で
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
に
お
礼
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

競
泳
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形
で
大
琴
小
佐
々
木
く
ん
優
勝

本
荘
市
由
利
郡
小
学
生
水
泳
交
流
会

▲白寿のお祝いを受け取る佐藤さん
▲上寿のお祝いを喜ぶ高橋さん

民
謡
で
つ
な
ぐ
兄
弟
の
絆

米
松
三
兄
弟
ふ
る
さ
と
を
唄
う

舘
合
新
田
の
小
野
米
松
さ
ん
三
兄
弟
を
中

心
に
し
た
民
謡
発
表
会
「
米
松
三
兄
弟
ふ
る

さ
と
を
唄
う
」
が
九
月
一
日
、
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
に
は
約
七
百
人
の
観
客
が
詰

め
か
け
、
三
兄
弟
に
よ
る
民
謡
や
尺
八
、
三

味
線
の
演
奏
な
ど
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲秋田追分を熱唱する三兄弟

第
六
回
本
荘
市
由
利
郡
小
学
生
水
泳
交
流

会
が
八
月
二
十
六
日
、
本
荘
市
民
プ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
荘
由
利
の
二
十
三
の
小
学
校
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
同
大
会
に
は
、
町
内
各
小
学
校

か
ら
も
選
手
が
出
場
。
個
人
戦
で
は
大
琴
小

学
校
六
年
生
の
佐
々
木
駿
人
く
ん
が
一
〇
〇

Ｍ
自
由
形
で
優
勝
、
団
体
戦
で
は
高
瀬
小
学

校
が
男
子
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形
リ
レ
ー
で
第
二

位
に
輝
く
な
ど
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し

た
。優

勝
し
た
佐
々
木
く
ん
は
、「
本
番
で
は

練
習
の
と
き
よ
り
二
〇
秒
以
上
タ
イ
ム
を
縮

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
泳
い
で
い
る
と
き
は

体
が
軽
く
て『
い
け
る
』と
思
っ
た
」と
ベ
ス

ト
を
尽
く
せ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

町
内
各
小
学
校
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲優勝した喜びを語る
佐々木駿人くん

種　　　　目 成績 入　賞　者 

佐々木駿人（大琴） 

阿部　昌之（高瀬） 

佐々木駿人（大琴） 

阿部　昌之（高瀬） 

伊東　圭介（高瀬） 

 

長沼　將馬（高瀬） 

 

高瀬小学校 

 

高瀬小学校 

1位 

2位 

2位 

3位 

3位 

 

3位 

 

2位 

 

3位 

6年男子 
100M自由形 

6年男子 
50M自由形 

6年男子 
50M平泳ぎ 

6年男子 
50Mバタフライ 

男子 
200Mフリーリレー 

男子 
200Mメドレーリレー 

個
　
　
　
　
　
　
人 

団
　
　
体 

本荘市由利郡小学生水泳交流会上位入賞者 
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よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.16

「
白
身
魚
か
ら
あ
げ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
･
･
･
大
さ
じ
、
小
･
･
･
小
さ
じ
）

生
た
ら
２
８
０
ｇ
、
サ
ラ
ダ
油
大
１
、
レ
タ
ス
４
０
ｇ
、
ト
マ
ト
１
２
０
ｇ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
２
０
ｇ
、
レ
モ
ン
４
０
ｇ
、
か
た
く
り
粉
１
２
ｇ
、
し
ょ
う
ゆ

大
１
弱
、
み
り
ん
大
１
／
２

《
作
り
方
》

①
タ
ラ
に
し
ょ
う
ゆ
と
み
り
ん
で
味
を
つ
け
て
お
き
、
か
た
く
り
粉
を
つ
け

て
油
で
揚
げ
る
。

②
器
に
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、
レ
モ
ン
、
①

を
の
せ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
そ
え
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

季
節
的
に
生
タ
ラ
は
店
頭
に
な
い
の

で
、
一
塩
の
タ
ラ
を
水
に
つ
け
、
塩
を
抜

い
て
調
理
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
の
か
わ
り
に
と
ろ
み
を
つ
け
た
野

菜
あ
ん
を
か
け
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け

ま
す
。

（
高
橋
保
健
婦
）

佐　藤　睦　美さん（上通・20歳）
社会福祉協議会勤務

「お年寄りと接する仕事は毎日が充実していて、辛いと思っ
たことは一度もない」と話してくれたのは、社会福祉協議会で
ホームヘルパーとしてお年寄りの介護をしている佐藤睦美さ
ん。今年成人式を迎えた新成人です。
自分の性格を「人見知りしやすい」と照れながら話す一方で、
仕事や将来のことについては「人の役に立つ仕事をこれからも
していきたい」と、しっかりとした自分の意見を持つ、はつら
つとした佐藤さんでした。

名前の由来は？
「誰が見ても聞いてもかわいい名前にしたかったので『梨
理香』とつけました」
最近のエピソードは？
「手に持っているものをちょうだいと言うと『ん』と言っ
て渡してくれます。でもなぜかお父さんには『あ～あ』と
言ってぶん投げて渡します」
本人の性格は？
「マイペースで甘えん坊！」
どんな子に育って欲しい？
「大きな事故やケガもなく、丈夫で明るく元気な子に育っ
て欲しいです」
お父さんとお母さんから梨理香ちゃんへひとこと
父：「歩けるようになったらもっといろんな所に行こうね」
母：「オムツを替えるときくらいはおとなしくしててよ！」

池部梨理香ちゃん池部梨理香ちゃん 
　　（袖山・１歳）　　（袖山・１歳） 
お父さん：　徹　さんお父さん：　徹　さん 
お母さん：千代美さんお母さん：千代美さん 
お話し：千代美さんお話し：千代美さん 
 
 

り　り　かり　り　か 

池部梨理香ちゃん 
　　（袖山・１歳） 
お父さん：　徹　さん 
お母さん：千代美さん 
お話し：千代美さん 
 

り　り　か 

新
Ａ
Ｌ
Ｔに

ニ
コ
ラ
先
生
が
着
任

町
の
新
し
い
英
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
、
ニ
コ
ラ
・
エ
リ
ス
先

生
が
着
任
し
ま
し
た
。

ニ
コ
ラ
先
生
は
一
九
七
七
年
生
ま

れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
の
出
身
。
海
と
山
と
音
楽
が

好
き
で
、
自
然
の
豊
か
な
東
由
利
が
と

て
も
気
に
入
っ
た
そ
う
で
す
。

愛
称
は
「
ニ
ッ
キ
ー
」。
み
な
さ
ん
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

※K
ia
ora

…
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
原
住
民
マ

オ
リ
族
の
言
葉

▲ニコラ先生の授業風景
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佐藤　風
ふう

香
か

ちゃん
松柴（義宏さん）

佐藤　　来
らい

くん
新町（剛さん）

佐藤　梨
りん

花
か

ちゃん
泡ノ渕（和寿さん）

柿崎　　蓮
れん

くん
下通（大さん）

浅田　彩
あや

乃
の

ちゃん
船木（和幸さん）

遠藤　美
み

優
ゆう

ちゃん
新処（勝さん）

遠藤ありさちゃん
祝沢（貴浩さん）

小野　悠
ゆう

花
か

ちゃん
下吹（武志さん）

畑山　　葵
あおい

ちゃん
五海保（伸行さん）

石綿　　輝
ひかる

くん
横渡（工さん）

横山　萌
もえ

華
か

ちゃん
向田（慶和さん）

遠藤　隆
たか

矢
や

くん
新処（明さん）

小松　勝太
しょうた

くん
田代（正行さん）

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～2歳児健診より～

産業と文化の祭典産業と文化の祭典 産業と文化の祭典 

会場：町民体育館ほか会場：町民体育館ほか 会場：町民体育館ほか 
【展示部門】 
農産物展 
商工展 
保健福祉展 
芸術作品展  など 
 
【鑑賞・体験部門】 
東由利音楽祭 
芸文協団体によるステージ発表 
インターネット無料体験 
アニメ上映会  など 
 
【食堂部門】 
商工会女性部、特産物振興会 
下郷分校生徒による餅つき  など 
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おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

鳥海町から

第24回 紅葉まつり
�と　き…10月14日(日)～21日(日)

10：30～15：00
�ところ…法体の滝
�内　容…山菜があたる抽選会や歌謡ショ

ー、魚のつかみどり大会など
鳥海町観光協会　�５７－２０６９

岩城町から

天鷺ワインまつり
�と　き…10月7日(日) 12：00
�ところ…天鷺城前広場
�参加費…前売り／1,500円、当日／2,000円
(有)天鷺ワイン　�７４－２１００

“Ｄ.Ｆ.Ｏ.”コンサート
�と　き…10月19日(金) 19：00
�ところ…西目町町民センター「シーガル」
�入場料…前売券　一般1,000円　高校生以

下800円　◇当日券は200円増
西目町公民館　�３３－２３１５

科学教室「なんでもスピーカー」
�と　き…10月28日(日) 10：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇コイルと磁石でスピーカーを

作ろう◇小学3年生～中学3年生
対象◇定員25人◇参加費100円

フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

第16回 鳥海町産業文化祭
�と　き…11月1日(木)～3日(土)

8：30～17：00
�ところ…町民会館「紫水館」、町健康広場、

トレーニングセンター
�内　容…産業文化祭展示公開、選抜親善ゲ

ートボール大会、文化講演会など
鳥海町産業文化祭実行委員会

�５７－２２０５

第2回 鳥海山ハーフマラソン大会
�と　き…10月8日(日)

受付／8：30、開会式／9：15
�ところ…町トレーニングセンター
�参加資格…小学生以上で健康な方
�参加料…学生／1,000円、一般／2,000円、

ペア／2,500円
鳥海町企画観光課　�５７－２２０２

文化講演会
�と　き…11月3日(金)

開場／14：45、開演／15：00
�ところ…町民会館「紫水苑」
�内　容…◇「故郷のすばらしさ」

講師／伊奈かっぺいさん
◇入場料無料

鳥海町企画観光課　�５７－２２０２

西目町から

科学教室「磁石と発電」
�と　き…11月11日(日) 10：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇ペットボトルで風力発電◇小

学4年生～中学3年生対象◇定員
25人◇参加費400円

フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

大内町から

第45回 大内町民祭
�と　き…10月27日(土)・28日(日)
�ところ…町民体育館、大内町農村環境改

善センター
�内　容…女優の浜美枝さんによる文化講

演会の他、楽しいイベントもあ
ります。

大内町公民館　�６５－２２１０

仁賀保町から

科学教室「不思議がいっぱい
科学の世界『光のふしぎ』」
�と　き…10月14日(日)

①10：00 ②13：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇手作りプリズムで光の世界を

体験◇小学3年生～中学2年生対
象◇定員25人◇参加費無料

フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

第2回 仁賀保高原つり大会
�と　き…10月14日(日) 8：00～11：00
�ところ…仁賀保高原運動広場そばの小沼
�内　容…小学生を対象に鯉や鮒を釣る。

参加費無料
�申込締切…10月10日

仁賀保町産業課商工観光係
�３２－３０３８

象潟町から

川袋川サケまつり
�と　き…10月21日(日) 10：00
�ところ…川袋川・川袋構造改善センター
�内　容…サケのつかみどり、獅子舞と九

十九島太鼓など
川袋川鮭漁業生産組合　�４６－２６３４

第9回 三崎山国盗り合戦
�と　き…10月7日(日) 10：20
�ところ…三崎公園特設会場
�内　容…「東北自然道を歩こう」、三崎山

新俳句大会、国盗り綱引きなど
実行委員会　�４３－７５０４

ＮＨＫ健康フェア
～象潟町健康ふれあいフェスティバル
�と　き…10月14日(日) 9：30～15：00
�ところ…町民体育館
�内　容…女優の浜美枝さんなどによる健

康づくりについての講演会の他、
楽しいイベントもあります。

象潟町企画課　�４３－７５１０

由利高原鉄道特産品まつり
�と　き…10月14日(日) 10：00～14：00
�ところ…矢島駅前
�内　容…本荘市・由利町・矢島町・鳥海

町の特産品を即売。無料おばこ
号も出ます。

矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

矢島町から

文化講演会
�と　き…10月14日(日) 14：30
�ところ…矢島町日新館
�内　容…「小泉改革とこれからの日本」

講師／巾村慶一郎氏
矢島町公民館　�５６－２２０４

花立高原秋まつり
�と　き…10月7日(日) 10：00～14：00
�ところ…花立牧場公園
�内　容…ウォークラリー、パークゴルフ

大会など
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３
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年金だより

国民年金の保険料は、公共料金と同様に金融機関の口座振
替を利用することができます。口座振替にすると、
１．納め忘れが無くなる。安心！
２．毎月、金融機関にいかなくても納付できる。便利！
３．毎月自動的に納付される。確実！
便利な口座振替にすると納め忘れが無くなることはもちろ

ん、あなたの将来の年金を確実に守ります。また、もしもの
ときの障害年金や遺族年金も保険料の納付が条件ですので安
心です。
口座振替が利用できるのは、次の金融機関です。
◎東由利町指定金融機関　秋田しんせい農協

（東由利支所・蔵支所・大琴支所・玉米支所）
◎収納代理金融機関　　　秋田銀行本荘駅前支店

北都銀行本荘支店
羽後信用金庫東由利支店

国民年金も口座振替で！

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

秋田県の最低賃金が
改正されました！

～最低賃金　もちろん知ってる　知らせてる～

日　額　4,829円
時間額　　604円

平成13年9月30日以降、この最低賃金より低
い賃金で労働者を使用できません。
（常用・パートタイマー・臨時・アルバイト等
雇用形態や呼称の如何を問いません）

※最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族
手当は含まれません。
※特定の産業に従事している人には、産業別最
低賃金が適用される場合があります。

問い合わせ　本荘労働基準監督署　�22－4124

本来の介護 
保険料の額 

保険料を保険料を 
納める必要は納める必要は 
ありませんでしたありませんでした 

本来の保険料の 
半額を納めます 

本来の保険料額を納めます 
保険料を 
納める必要は 
ありませんでした 

本来の保険料の 
半額を納めます 

本来の保険料額を納めます 

平成12年4月�平成12年10月�平成13年4月�平成13年10月�平成14年4月���������平成15年4月 

65歳以上の方には介護保険制度に慣れていただくため、平成13年9月分まで保険料が1／2に軽
減されていましたが、10月からは保険料が本来の額となったためです。

平成12年度～14年度の65歳以上の方の保険料
※下図グレーの部分が納めていただく額になります。

A.

保険料を納めずにいると…
1．1年間滞納した場合は、介護費

用がいったん全額自己負担。申請に
より後から9割分が支払われます。

3．2年以上滞納した場合は、未納
期間に応じて保険給付が9割から7割
に引き下げられたり、高額介護サー
ビス等が受けられなくなります。

2．1年6ヵ月以上滞納した場合に
は、一時的に保険給付が差し止めに
なります。

みんなで支え合う介護保険。誰もが介護サービスを利用できるように保険料の
納付にご協力をお願いします。

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

7月に送られてきた納入通知書で10月から保険料が高くなっていま
すが、これはどうしてですか？Q.
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

日
々
残
暑
雀
だ
ま
り
の
大
庇
　
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

風
呂
好
き
の
父
に
て
あ
り
し
墓
洗
ふ
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

八
月
の
隅
あ
る
月
を
仰
ぐ
な
り
　
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

大
根
蒔
く
畝
叩
き
谺
呼
び
さ
ま
す
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

秋
水
に
我
れ
半
生
を
映
し
け
り
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

茗
荷
の
子
裏
山
裾
に
ひ
と
知
れ
ず
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

戦
没
の
遺
児
も
老
い
た
り
菊
捧
ぐ
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

秋
暑
し
木
陰
に
の
び
る
犬
の
背
な
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

豊
穣
の
兆
し
稲
田
の
光
り
合
ふ
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

稗
抜
き
の
腰
に
藁
さ
げ
三
反
田
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

旧
道
に
茣
蓙
敷
き
つ
め
て
地
蔵
盆
　
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

月
見
草
咲
き
て
夜
釣
り
の
舟
支
度
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

踊
り
終
え
団
扇
忙
し
く
煽
ぎ
け
り
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

石
臼
の
使
わ
ず
捨
て
ず
鵙
の
声
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

穂
芒
に
か
ぜ
の
あ
つ
ま
る
里
の
昏
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

す
り
傷
の
絶
え
ぬ
子
と
な
り
猫
じ
ゃ
ら
し
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

秋
の
旅
問
い
た
る
人
の
郷
な
ま
り
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

花
鉢
を
負
ふ
て
行
商
夏
の
雲
　
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

五
二

う
ぐ
い
す
屋や

敷

む
か
し
む
か
し
、
て
ん
び
ん
棒
を

担
い
で
魚
を
売
っ
て
い
る
一
人
の
い．

さ
ば
．
．

屋
（
魚
屋
）
が
日ひ

暮ぐ

れ
の
山
道

を
歩
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
魚
が
一
匹
も
売
れ
ず
、

し
ょ
ん
ぼ
り
と
ぼ
と
ぼ
山
奥
の
村
に

入
っ
て
い
く
と
、
大
き
な
門
が
ま
え

の
立
派
な
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
魚

も
売
れ
な
い
ま
ま
夜
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
い
さ
ば
屋
は
そ
の
屋
敷

に
一
晩
泊と

め
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
中
か
ら
美
し
い
娘
と
そ

の
母
親
が
出
て
き
て
、「
ど
う
ぞ
ど
う

ぞ
」
と
い
さ
ば
屋
を
快
く
も
て
な

し
て
く
れ
ま
し
た
。

も
て
な
し
の
話
の
中
で
母
親
は

「
親
一
人
、子
一
人
の
暮
ら
し
な
の
で
、

ど
う
か
娘
の
婿
ど
の
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
さ
ば
屋
に
頼
み
ま
し
た
。

貧
し
い
暮
ら
し
よ
り
は
と
承
知
し
た

い
さ
ば
屋
は
、
娘
の
婿
ど
の
に
な
り

夢
の
よ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

や
が
て
秋
も
過
ぎ
冬
も
終
わ
り
、
暖

か
い
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
、
母
親
と

娘
は
婿
ど
の
に
留る

守す

番
を
頼
ん
で
、

遠
く
へ
花
見
に
出
か
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
親
は
「
婿

ど
の
や
、
こ
の
屋
敷
に
は
七
つ
の
蔵

が
あ
り
ま
す
。
退
屈
に
な
っ
た
ら
中

を
見
て
く
だ
さ
い
。
で
も
七
つ
め
の

蔵
は
け
っ
し
て
開
け
て
は
な
り
ま
せ

ん
ぞ
」
と
言
っ
て
出
か
け
て
い
き
ま

し
た
。

一
人
残
さ
れ
た
婿
ど
の
は
、
退
屈

に
な
っ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
一
つ
め

の
蔵
か
ら
次
々
に
見
て
い
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
酒
が
川
の
よ
う
に
流
れ
る

蔵
、
き
れ
い
な
着
物
が
ひ
ら
ひ
ら
と

舞
っ
て
い
る
蔵
、
真
っ
白
な
お
米
が

サ
ラ
サ
ラ
と
積
も
っ
て
い
る
蔵
な
ど
、

ど
の
蔵
も
宝
物
い
っ
ぱ
い
で
、
婿
ど

の
は
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
と
う
と
う
七
つ
め
の
蔵

の
前
に
き
た
婿
ど
の
は
「
け
っ
し
て

開
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
ぞ
」
と
い
う

母
親
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
も
の
の
、

見
る
な
と
言
わ
れ
る
と
よ
け
い
見
た

く
な
り
、
つ
い
に
七
つ
め
の
蔵
の
戸

を
開
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

す
る
と
、
中

は
梅
の
香
り
い

っ
ぱ
い
の
、
の

ど
か
な
春
の

景
色
が
広
が
っ

て
い
て
、
梅
の

木
の
枝
に
は
二

羽
の
う
ぐ
い
す

が
「
ホ
ー
ホ
ケ

キ
ョ
」
と
美
し

い
声
で
鳴
い
て

い
る
の
で
し

た
。
婿
ど
の
が

う
っ
と
り
見
と
れ
て
い
る
と
、
う
ぐ

い
す
は
婿
ど
の
に
気
づ
き
、
ぴ
た
っ

と
鳴
く
の
を
や
め
、
ど
こ
か
へ
飛
ん

で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
母

親
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。「
婿

ど
の
は
約
束
を
破
っ
て
七
つ
め
の
蔵

を
見
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
こ

に
住
む
う
ぐ
い
す
だ
っ
た
の
で
す
。

約
束
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
今
ま
で
の

よ
う
に
楽
し
く
暮
ら
せ
た
の
に
。
今

日
は
お
天
気
も
い
い
の
で
、
も
と
の

姿
に
戻
り
遊
ん
で
い
た
の
に
、
そ
の

姿
を
見
ら
れ
て
し
ま
っ
て
残
念
で
す
」

そ
の
と
き
急
に
強
い
風
が
吹
き
、
何

も
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

気
づ
い
た
と
き
に
は
山
の
中
で
い

さ
ば
屋
の
男
が
一
人
立
ち
す
く
ん
で

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



十
月
は
、
き
の
こ
狩
り
が
楽
し
い

季
節
で
す
。

ス
ギ
林
に
生
え
る
き
の
こ
は
少
な

い
の
で
す
が
、
白
い
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
ス
ギ
ヒ
ラ
タ

ケ
は
キ
シ
メ
ジ
科
に
属
し
全
国
的
に

分
布
。
湿
潤
な
ス
ギ
林
で
朽
ち
か
け

た
切
り
株
や
倒
木
に
発
生
し
ま
す
。

方
言
で
は
ス
ギ
ワ
ケ
、
ス
ギ
ワ
カ
エ

な
ど
と
呼
び
、
汁
物
や
鶏
肉
と
の
あ

わ
せ
煮
な
ど
に
し
て
食
さ
れ
て
い
ま

す
。近

年
、
ス
ギ
間
伐
が
推
進
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
間
伐
で
切
り
捨
て

ら
れ
た
小
径
木
を
き
の
こ
の
栽
培
に

利
用
で
き
な
い
か
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
の
研
究
の
段
階

で
は
、
種
菌
に
よ
る
人
工
栽
培
は
不

可
能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
の
こ
と
、
き
の
こ
が
生

え
て
い
る
切
り
株
と
接
し
て
い
る
枯

れ
枝
か
ら
き
の
こ
が
発
生
し
て
い
る

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
切

り
株
か
ら
菌
が
伸
び
た
の
で
し
ょ
う
。

き
の
こ
が
発
生
し
て
い
る
切
り
株

に
間
伐
木
を
接
し
て
お
く
と
、
き
の

こ
が
生
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長佐藤

恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

ス
ギ
林
のき

の
こ

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材30cm上

24～28cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,100～4,800

3,800～4,250

出品量が少なかったものの、参加者8名で落札率80％
と好落札率であった。
しかし、厳しい製品市況から今後が懸念される。

（
平
成
十
三
年
九
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

九
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
8
18
26

平均体重
311kg
277kg
293kg

平均価格
403,856円
361,492円
374,527円

kg当単価
1,237円
1,248円
1,261円

去　勢
雌

金　額
496,650円
628,950円

父
平茂勝
紋次郎

母の父
高　栄
糸晴波

母の祖母
安美金
恒　徳

畠山栄雄（茂沢）さんの作品です。



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,438 

2,589 

5,027 

1,391

－  7 

1 

－  6 

0

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

1 

7 

5 

5

20 

34 

56 

107

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

1 

19 

3 

0 

3 

0 

1

4 

107 

13 

0 

21 

0 

7

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  
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日
本
全
土
の
山
野
、
路
傍
に
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
る
多
年
草
で
、

茎
は
方
形
で
無
毛
、高
さ
は
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

葉
は
卵
状
楕
円
形
で
、
４
枚
の
葉
の
う
ち
２
枚
が
正
葉
で
、
２
枚

が
托
葉
（
普
通
の
葉
の
基

部
に
あ
る
葉
片
。
双
子
葉

植
物
に
多
く
見
ら
れ
、
形
、

大
き
さ
は
変
化
が
大
き
い
。

マ
メ
科
、
バ
ラ
科
、
ア
カ

ネ
科
植
物
に
多
い
）
が
輪

生
し
ま
す
。
初
め
は
横
に

這
い
ま
す
が
７
月
頃
茎
の

先
や
葉
の
わ
き
に
短
い
花

序
（
花
が
茎
ま
た
は
枝
に

つ
く
並
び
方
）
を
出
し
径

１
ミ
リ
ほ
ど
の
淡
黄
緑
色

の
花
を
つ
け
ま
す
。
花
び

ら
４
枚
雄
し
べ
４
個
で
す
。

３� 予防接種（ポリオ）
４� ３歳児健診
５� 予防接種（中学生・風疹）
７� 町民パークゴルフ大会
７～18 町長海外研修（中国）
８� 体育の日
９� 予防接種（個別・麻疹）
10� 乳児健診
11� 機能訓練教室
12� 就学児健診
14� 東中祭
16�　食生活改善講習会
17�　ことぶき大学
19� 郡市公民館大会（有鄰館）
21� 八塩登山の会
23� 予防接種（個別・三混）
24� 予防接種

（高齢者・インフルエンザ）
26� 機能訓練教室
27～28 秋まつり２００１
28� 第９回東由利音楽祭
31� 予防接種

（高齢者・インフルエンザ）
10～11、16～17

ＩＴ講習（公民館）
11/3� 文化の日

大琴小学校廃校記念式
11/6� 予防接種（個別・三混）

東
由
利 

ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ

（
ア
カ
ネ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.200

 

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
松
和
子
さ
ん
（
秋
田
市
）、
山
口
洋
子

さ
ん
（
潮
来
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

伊
東
健
一
郎
さ
ん
（
蔵
新
田
）、
米
松
三

兄
弟
さ
ん
（
舘
合
新
田
）、
工
藤
昭
義
さ

ん
（
久
保
）、
伊
東
洵
さ
ん
（
岩
館
）、
大

沼
武
且
さ
ん
（
蔵
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

〈8／1～31〉

（ ）は前月比

今年の秋口は晴天が続き、ほとんどの農
家は稲刈りが終わったようです。だいぶ少
なくなりましたが、今でも町内のあちこち
にハサ掛け（天然乾燥）風景が見られます。
物心ついた頃から見慣れていた秋の風景に
心が和む。こんな気持になれることがフル
サトの良さでしょうか。（佐）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

８
／31
佐
々
木
　
音ね

色い
ろ

ち
ゃ
ん〈
雅
　
史
〉
大
　
琴

洋
　
子

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

８
／24
石
綿
ア
キ
ノ
さ
ん
（
74
）

工
　
･
母
・
横
　
渡

９
／５
工
藤
フ
サ
ミ
さ
ん
（
91
）
昭
義
・
母
・
東
光
苑（
久
保
）

「うちの畑に出来た黄桜スイカの三つ子ちゃん

です。普通は一箇所に１つしかなりませんが、珍

しく同じ場所に３つも出来ました。もちろん味は

抜群においしいです」

みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　新　町　遠　藤　正　一さん


